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1 はじめに 

 

院外心停止症例の記録収集に関しては、

1990 年代以後ウツタイン様式による調査方

法が提唱され、世界的に活用されている。 

日本においても、1990 年代後半からウツ

タイン様式に基づいたデータ収集が各地で

行われるようになり、2005 年 1 月 1日から

は、総務省消防庁(以下、消防庁と略す)が全

国の消防本部を通じて国レベルでのデータ

収集を開始した。現在のところ、これらのデ

ータが、プレホスピタル・ケアの充実や救命

率の向上などには十分活用されていない 1)

のが実情である。 

ウツタイン統計活用に関する研究の現状

把握は、関連知見の蓄積を総観できるだけ

でなく、知見のさらなる進展を図る手がか

りともなると考えられる。本稿は、全国ウツ

タインデータの有効活用を念頭におき、過

去におけるウツタイン統計活用に関する研

究のレビューを行ったものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ウツタイン統計活用に関する文献の収集

と考察 

ウツタイン統計活用に関する研究のレビ

ューを行うために、まず関連文献を収集し

た。 

 

(1)文献の収集 

収集の対象とする文献を、ウッタイン様

式に関する研究の報告書及び、救急医学に

関係する学術雑誌、専門誌より選定した。 

また、ウツタイン統計活用に関する知見

を整理する際に、以下のことを基本方針と

した。 

①文献の題名あるいはキーワードには、

「ウッタイン(様式)」という単語があ

るものに限定した。 

②消防庁ウッタイン様式の記載項目に

関する知見を収集の対象とした。即ち、

他のウツタイン様式にある「発生場所」

や、「3ヶ月生存」などの記載項目に関

する分析は今回の対象から除外した。 

以上の方針に基づき、表 1 に示す文献等

を収集した。 
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(2)文献の整理 

ウツタインデータの活用を考える際に、

誰(who)が、どのような目的(why)で、どの範

囲のデータ〈収集地域(where)、開始時期、

期間(when)、件数(howmany)〉を用いて、ど

のような統計手法(how)によって、どのよう

な分析結果(what)を得たかを考える必要が

あることから、表 1 の文献から以下の要素

を抽出し、整理を行った。 

①研究の主体(所属機関・組織及び所在地

域)と目的 

②使用するウッタインデータの範囲(収

集地域、開始時期、期間及び件数) 

③分析の視点及び統計手法 

④分析に用いられたデータ項目及び得ら

れた分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)ウツタイン統計活用の現状 

ア 研究の主体(所属機関・組織及び所在

地域)と目的 

調査した文献における研究の主体とそれ

ぞれの目的を、表 2に挙げる。 

ここでは、「研究の主体」を、文献の筆頭

著者の所属機関・組織及び所在地域とした。

所属機関・組織を大きく分けると、医療機関、

消防機関、研究組織及びその他の組織が挙

げられるが、ほとんどの文献で医療関係機

関が参加していることが分かった。地域的

には、特に大阪府では活発に研究が行われ

ていることが見受けられた。 

研究の目的は、「ウツタイン様式」自体の

有用性と問題点に関する検討と、ウツタイ

ンデータを用いた検討に大別された。 

「ウツタイン様式」自体の問題点に関す 
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る検討は、主に消防機関において行われて

いた。データ項目(例えば、「覚知時刻」、「バ

イスタンダーCPR」の有無)の定義や判断基

準についての問題が挙げられていた。 

ウツタインデータを用いた検討の目的と

しては、i)蘇生成績の把握、ll)蘇生成績へ

の影響要因の検討、iii)蘇生成績の向上の

ための施策提案、iv)救急救命処置・施策の

効果の検証、という 4 つのカテゴリーに分

けられる。それぞれのカテゴリーにおいて

は、研究の主体によらず、救命連鎖の各時相

(早い通報、早い応急手当、早い救急処置)に

わたって検討が行われていることがわかっ

た。 

 

イ 使用するウツタインデータの範囲 

(収集地域、開始時期、期間及び件数)調査

した文献におけるウツタインデータの収集

地域は、いずれも、研究の主体が所在する地

域であった。また使用したデータの対象地

域が「病院単位」から「都道府県単位」まで

大きく異なっている。 

データの収集を開始した年については、

奈良県では、1997 年から簡易型のウツタイ

ン様式報告書を用いたデータの収集が行わ

れている。その翌年の 1998 年に、大阪府心

肺蘇生に関する統計基準検討委員会が、日

本語版のウツタイン様式のガイドラインを

発表した。これ以降、このガイドラインに基

づいたウッタイン統計データの収集が、各

地で行われるようになった。調査した文献

においては、いずれも、国がウツタイン統計

データの収集を開始した2005年 1月 1日以

前からデータを収集していた。 

分析データの対象とした収集期間につい

ては、最短が 3 か月(データの収集件数:計

374 件)、最長が 5年(データの収集件数:計

1,118 件)であった。1 年から 3 年程度の期

間のウツタインデータを用いて分析を行っ

た文献が多くみられた。 

分析に用いたデータの件数をみると、最

少は 47 件(1 年間のデータ)、最多は 10,139

件(2 年間のデータ)であった。 

 

ウ 分析の視点及び統計手法 

上記(3)アで述べた研究の目的のうち、ウ

ッタインデータを用いた検討を目的として

いた文献における、分析の視点及び主な統

計手法を表 3 に挙げる。 

分析の視点については、蘇生成績を把握

するための単純集計、蘇生成績への影響要

因の検討、救急救命措置・施策の検証のため

のウツタインデータの群間(例えば、「症例

の発生地域」、「救命処置の有無」等)の比較

及び経時・経年変化としていた文献が殆ど

であった。 

主な統計手法として、単純集計、クロス集

計及び有意性検定がみられた。多変量解析

を用いていた事例があったが、事例の数は

まだわずかである。 

 

エ 分析に用いられたウツタインデータ

項目及び得られた分析結果 

分析に用いられたウツタインデータの項

目を、項目の数ごとにみてみよう。 

(ア)単一のデータ項目のみが用いられた

分析 

単一のデータ項目が用いられた分析につ

いて、用いられたデータ項目をまとめたも

のを、表 4及び表 5に示す。これらの表か 
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ら以下のことを読み取ることができる。 

①「時間」以外のウツタインデータの項目

の殆どが単純集計に用いられた。 

②「単純集計」・「経年変化」・「地域別の比

較」・「国別の比較」という分析視点の順

で、用いられたデータ項目の種別が少な

くなる傾向がみられる。 

(イ)複数のデータ項目が用いられた分析 

複数のデータ項目が用いられた分析につ

いて、調査した文献において得られた分析

結果を、2つのデータ項目間の関係の観点か

らまとめたものを、表 6 及び表 7 に示す。

これらの表では、左の列に挙げた「説明変数」

とするデータ項目の値により、上の行に挙

げた「目的変数」とするデータ項目の値に有

意な差が認められたもしくは認められなか 
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った、または 2 つのデータ項目についてク

ロス集計のみを行った文献がある場合に、

印をつけた。 

表 6 及び表 7 から、以下のことを読み取る

ことができる。 

① 検証の対象にした予後の指標:「心拍

再開の有無」、「1ヶ月生存の有無」及

び「脳機能カテゴリー」が用いられて

いる文献があった。 

② 予後の指標に影響を与える要因(デ

ータ項目)の分析は数多く行われた

が、例えば、「年齢」、「目撃の有無」、

「バイスタンダーCPR の有無」につい

ては、「心拍再開の有無」に有意な差

が認められたとする文献と認められ

なかったとする文献の両方があった。 

③予後の指標に影響を与える要因を明ら

かにするためには、「説明変数」と思わ

れる「傷病者の状態・救命連鎖の各時相」

に関わるデータ項目間の相関分析も重

要不可欠である。しかし現状では、その

ような分析を行った事例はまだわずか

である。 

 

 

3 まとめと今後の展望 

 

悉皆的な文献調査ではないものの、ウツ

タイン統計活用に関する研究の大まかな傾

向を捉えるには差し支えがないと考えられ

る。本稿で得られた結果を以下のようにま

とめる。 

①  防庁によるウツタインデータの収

集を開始する以前から、国内の各地

域におけるウツタイン統計活用に関

する研究は、医療機関の参加を基本

とする様々な組織や体制のもとです

でに行われていた。 

②ウツタイン統計活用に関する研究の目

的としては、「ウツタイン様式」自体の

有用性と問題点に関する検討と、ウツ

タインデータを用いた検討に大別さ

れた。 

③ウツタインデータを用いた検討の目的

としては、i)「蘇生成績の把握」、ii)

「蘇生成績への影響要因の検討」、

iii)「蘇生成績の向上のための施策提

案」、iv)「救急救命処置・施策の効果

の検証」、という 4 つのカテゴリーが

挙げられた。それぞれのカテゴリーに

おいては、研究の主体(機関・組織の種

別、所在地域)の違いによらず、救命連

鎖の各時相(早い通報、早い応急手当、

早い救急処置)にわたって検討が行わ

れていた。 

④既往の分析で使用したデータの対象地

域が「病院単位」から「都道府県単位」

まで大きく異なるため、単純な比較評

価が困難と思われる。また、地域にお

ける院外心肺停止の全症例を対象と

した検討事例がまだわずかであるた

め、人口あたりの年間院外心肺停止の

発生数、発生率、または地域全体の病

院前救急救命活動の実態などを把握・

比較することも困難と考えられる。 

⑤分析の視点については、蘇生成績を把

握するための単純集計、蘇生成績への

影響要因の検討及び救急救命措置・施

策の検証のためのウツタインデータ

の群問(例えば、「症例の発生地域」、
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「救命処置の有無」等)の比較及び経

時・経年変化としていた文献が殆どで

あった。 

⑥主な統計手法として、単純集計、クロス

集計、有意性検定及び多変量解析がみ

られた。 

⑦データ項目の定義や判断基準について

の問題点を研究した文献があること

から、各地のウツタイン統計分析に用

いられたデータの均質性が確保され

ているかどうかが疑問として残され

ている。また、各地域の統計活用に使

用したウツタインデータの件数(母

数)の差が大きいことなどから、既往

文献における分析結果を活用する際

に、その捉え方には十分な留意を要す

ると考える。 

今後、消防庁が収集している全国のウツ

タインデータの有効活用について、以下の

こと(図 1)が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ウツタインの統計活用に関して、各地

域、特に医療機関においては、すでに

豊富なノウハウと知見が蓄積されて

いる。また、救命率の向上を図るため

には、ウツタインデータのみでは限界

があり、各地域が持っている他のデー

タ(例えば、救急医療サービスの形態、

経済水準、生活習慣、地形、人口分布、

道路網整備の具合、医療機関の配置

等)を組み合わせて検討する必要があ

ると考えられるため、地域をウツタイ

ン統計活用の主体とする取り組みを

今後とも広めていく必要があると考

える。そのためには、個人情報保護法

や情報公開条例等を踏まえ、ウツタイ

ンデータの取り扱いに充分な配慮が

なされた上で、全国のウツタインデー

タの公開に係る体制づくりが急務で

あろう。 

② 全国のウツタインデータを用いて統

計分析を行う際に、均質性を含めてデ 
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ータの状態を明らかにすることが重要

不可欠である。すなわち、ウッタインデ

ータ自体の公開に併せて、データの状態

を示すような付加情報もデータベース

として作成し、公開することが求められ

ると考える 

③ 国単位で地域網羅的かつ前向き的に収

集してきている、年間約 10 万件近く 1)

のウツタインデータは、過去の文献に示

されている統計活用の方法などを踏ま 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

え、研究領域の発展も含め、さらな

る進展が期待できると考える。その

ためには、既存の知見の蓄積・公開・

共有化を図り、ウッタイン統計活用

の手法に関わるデータベースの構築

及びインタネットなどを通じての公

開なども期待されると考えられる。 
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